
  今年の梅雨も、都市部や山間部で線状降水帯が発生、ゲ

リラ豪雨による大きな被害が報道されています。本校も、7月

10日(月)は休校を余儀なくされました。私のふるさとでも、大

雨に見舞われ、何度も実家からの帰りに通った道の近くで老

夫婦が土石流に巻き込まれ、一人がお亡くなりになるというい

たましいニュースがテレビで流されています。心配になり、早

速実家に電話をいたしました。皆さんのお宅は大丈夫でした

でしょうか？何か被害がなかったでしょうか？ 

 

  海星では、災害が発生すると必ず「祈り」が捧げられます。

「災害を受けた人々をかえりみ、再び立ち上がる力をお与えく

ださい」「今災害を受けた人々の苦しみを少しでも軽くするよ

うに私も努力します」と。何かを求め、自分のために祈るので

はなく、苦しんでいる人のために祈るのです。学院が木々や森

に囲まれて存在するように、他者に寄り添う「優しさ」に学院

全体が包まれているのを感じます。 

  早いもので、私が海星に赴任して3カ月半が経とうとしてい

ます。海星での日々は本当に新鮮で、そして驚きに満ちたもの

です。毎朝わずかな時間ですが、私は校門で登校する生徒達

に声かけをしています。「おはようございます」と声かけをする

私に対して、子ども達から「おはようございます」と元気な声が

返ってきます。中には、足を止め、わたしの方を向き丁寧に頭

を下げる生徒もいます。校門で必ず自転車を下車、挨拶をす

る生徒もいます。「良い子ども達だな」と毎回思うと同時に、

「海星は良い生徒が育っているな」「良い学校に来ることが出

来、幸せだな」と実感させられます。今では、校門での声かけ

は「きょうの良き日の始まりを予感させてくれる至福の時間」

となっています。生徒達に「感謝」です。ありがとう。 

  

「成功の反対は失敗ではない。何もしないことだ。 

失敗の反対は成功ではない。何もしないことだ。 

成功も失敗もない人生なんてつまらない。」 
 

  私は常々「３つのＣ」を大事にしています。私たちの前には

自分を大きく成長させるチャンス(Chance)が広がっていま

す。大切なことは自分で決め、自分で考え、自分から進んで

チャレンジ(Challenge)していく姿勢です。本当の失敗とは

チャレンジしないことです。あらゆることにチャレンジしていく姿

勢が、自らを成長させ、自らの人生をチェンジ(Change)する

ものとなると信じています。私は、精一杯チャレンジしていくと

共に、生徒のみなさんのチャレンジも応援していきたいと思っ

ています。 

  三十年以上つとめた前任校を退職、第二の人生を歩み始

めた私に、「海星に来ないか」と声をかけていただきました。現

在、「チャレンジの真っ最中」です。環境も大きく変わり、今も学

校文化の違いに戸惑うことばかりです(笑)。１日も早く「海星

の一員」に、そして「海星の戦力」「海星のチェンジャー」とな

れるように頑張って参ります。 

  生徒の皆さん、保護者の皆さま、先生方どうかよろしくお願

いします。 

 私に新たなチャレンジのチャンスを与えていただいたことを

「感謝」します。 

 ７月のご挨拶 

教頭 阿志賀 哲司     

第１４期生徒会会長 松島 歩乃里 

新生徒会長からの挨拶 

母校の高校での3週間の実習は長いようで短い

日々でした。私は人見知りな方で、最初はとても緊

張していてきちんとやっていけるのだろうかという

不安がありました。しかし、生徒の皆さんがすれ

違った時に挨拶をしたり、話しかけたりしてくれた

ので実習をやり遂げることができました。 

この実習で学んだことは、コミュニケーションが大

事だということです。話すことによって生徒との信

頼関係を築くことができます。また、自分を知ること

のできる方法の1つでもあります。 

勉強や部活動で大変だと思いますが、皆さんなら

絶対に乗り越えられるので頑張ってください。 

この度、第14期生徒会会長になりました松島歩乃里

です。先日の立会演説会では演説に熱心に耳を傾け

てくださり、ありがとうございました。 

1年次から務めている副学級委員での経験を活かし、

『生徒一人ひとりの声に耳を傾け、皆さんが想像する

理想の海星を主体的に作りあげること』を目標に、皆

さんと魅力あふれる海星にしていきたいと思います。会

長として、生徒会役員の皆さんと協力してたくさんの思

い出に残る行事を企画・運営していきたいと考えてい

ます。そのために、海星の生徒の皆さんからの意見や

声に耳を傾け、安心して過ごしやすいと思える学校を

作っていけるよう、精一杯努めてまいります。これまでの

先輩方が築いてきた伝統を大切にし、創立60周年記

念にあたるこの年を、皆さんとともに素晴らしい1年に

していきましょう。どうぞよろしくお願いいたします。 

教育実習生の先生より 

 川口 真依 先生 



 
 Schedule of events 

7/19～20 水～木 面談 

7/24～31 月～月 夏課外（前期） 

8/1～3 火～木 

スタディキャンプ 

（1・2年グローバル特進コー

ス・3年特別進学コース） 

8/2～3 水～木 ミラクルチャレンジ 

8/16～23 水～水 夏課外（後期） 

8/25 金 始業日 

◯福岡大学 ８月５日（土）・６日（日）学部により実施日が異なる。【事前予約制】 

◯西南学院大学 ８月５日（土）・６日（日）【事前予約制】 

◯中村学園大学 ８月５日（土）・６日（日）模擬授業は要予約 

◯福岡女学院大学 ８月５日（土）・６日（日）【事前予約制】 

◯香蘭女子短期大学 ８月６日（日）予約不要 

※HPから予約できます。 

自分の目で実際に学校を見て「自分が進学したい学

校」かどうか見極めよう！ 

複数のオープンキャンパスに参加して学校の特徴を知

ろう！ 

 

３年A組  小学生との交流 

校長先生より ～ベトナム視察研修を終えて～ 

令和5年6月８日(木) 

海星小学校４年生、６年生70名が参加するサマーキャンプ(佐世保)

の事前学習の一環として、３Ａの高校生１９名が、１０グループに分か

れパスポートの書き方、自己紹介・家族紹介、その他便利な表現を小

学生に優しく丁寧に指導しました。 

令和５年５月１５日～１８日、私学協会が主催

するアジア生徒派遣事業の視察のために、ベ

トナムに行ってまいりました。コロナで２年間、

オンラインでの交流でしたが、今年度より本格

的に再開され、８月５日より、８日間、本校から

も２名の生徒がベトナム・ハノイに派遣される

ことになっています。ベトナムは、社会主義国

のため日本の教育とはシステムが異なります。

学校交流をしたい場合は、「ベトナム教育訓

練局」というところとコンタクトをまずとり、そこ

から訪問校を紹介していただくシステムになっ

ています。ベトナムから、またはベトナムへ留学

したい場合も、教育訓練局を通して、留学しま

す。私たちが紹介された学校は、トランフー高

校でした。女性の校長先生と、たくさんの生徒

が校門に立って出迎えてくれました。学校では

歓迎のセレモニーがあり、生徒が英語の歌を

披露し、アオザイを着て民族舞踊を踊ったりし

て、私たちを歓迎してくれました。８月に福岡か

らくる生徒を受け入れることを心待ちにしてい

るとのことでした。異文化に身を置くと、世界

には多様な価値観、興味深い

文化や風習があり、それを受け

入れる自分という器がどんどん

広がっていくのを実感します。た

とえ言葉が通じなくても、異国を

見て「感じる」、異国の人と「関

わる」という経験は、世界の中

での自分の立ち位置を知るよ

い機会になります。「世界に出

かけて行こう！」 きっとそこから、

あなたの目の前に新しい景色

がひろがってきます。 

オープンキャンパスに参加しよう！！ 

7月29日（土） 

吹奏楽部 

第68回福岡吹奏楽コンクール 

7月29日（土）・7月31日（月） 

バトン部 

第47回全国高等学校総合文化祭 

 

部活動大会日程 


